
２　集中改革プランの内容
(1) 事務事業の改革
①　事務事業の再編・整理、廃止・統合
ア　基本的な考え方

イ  手続及び体制　

ⅰ　見直しの手続き

ⅱ　見直しの体制

 現在、事務事業の評価については、各課で論議検討の後、行政改革実施委員会に諮って進行管理に努めております。

行政改革実施委員会（委員長： 助役、  構成員： 全課長）

  限られた財源の中、時代の変化に伴う町民ニーズに的確に対応していくために、現行の事務事業について、公と民の役割分担のあり方、受益と負担の公平確保、費用対
効果、効率性の観点など、幅広い観点から精査し、選択と重点化を図るとともに、既に初期の役割を終えていると考えられるものは廃止・縮小し、類似する事業は統合を図
る等見直しを行い、事務事業の整理合理化を進めます。

現在、次のサイクルで事務事業の見直しを行っています。

  高千穂町行政改革大綱（第四次）示された実施計画を具体化するため、これに基づいた予算編成・執行が行われています。また、事務事業の実施状況を把握して事
務事業評価を行い、次の実施計画に反映させています。
評価にあたっては、次の五つの観点から事業内容を精査し、事業の廃止、縮小、統合などの見直しを図っています。
①　事業の意図
②　現在までの変化はあるか。
③　対象者の意見はどうか。
④　行政が関与することの妥当性はどうか。
⑤　成果向上の余地はあるか。

事務事業評価 実    施    計    画 予算編成・執行



ウ　行政評価を活用する仕組の導入の有無、その概要

エ　外部の意見を取り入れる仕組の導入の有無、その概要

オ　実施内容

（再編・整理する事務事業の考え方）
  　事務事業を実施する際の手続きやプロセスを省略したり、やり方を変えることによりコストや時間を削減できる業務等。

（廃止する事務事業の考え方）
  　社会情勢の変化により、必要性が低下しているもの。
  　事務事業に対するニーズが低下しているもの。

ⅰ　負担金及び補助金等

  行政改革の推進のため、本町では既に平成１５年度より大きな補助金等の整理合理化に取り組み効果を出していますので、それについて記載しており
ますが、今後も引き続き補助金等の整理合理化に取り組んでまいります。

【再編・整理】　　〔平成１７年度～平成２１年度　効果見込額　１５２，０００千円〕

１７ １８ １９ ２０ ２１

1 単独補助金の見直し 全   課 平成１６年度より単独補助金の見直し及び１０％カット
効果見込額（５年間）
　　　　約１５２，０００千円
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 現在、外部の意見を取り入れる仕組は導入していません。
地区別行財政説明会を開催する等、必要時機により町民の皆さんの意見を反映できるような機会を設置する等検討を行う予定としています。

取組業務名 所管課 取　　組　　内　　容 効果見込
年度目標

  現在まで、各課の事務事業について、試行的に事業体系・業務内容・業務量の把握、行政評価に関する学習会、専門家による研修会を実施しており、個別の行政課
題につきまして行政評価を導入して施策に活用しておりますので、今後も具体的な行政課題の解決に導入して取組を行います。



【廃止】　　〔平成１７年度～平成２１年度　効果見込額　　１８７，０００千円〕

１７ １８ １９ ２０ ２１

1
神話の里ﾌｪｽﾃﾊﾞﾙ推進
協議会補助金廃止

企画情報課 平成１５年度より関係機関と協議の上、補助金廃止
効果見込額（５年間）
　　　　約１１５，０００千円
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2
生活路線バス運行費補
助金廃止

企画情報課 平成１６年９月３０日ふれあいバス運行により補助金廃止
効果見込額（５年間）
　　  　　約 ７２，０００千円

廃
止

廃
止

廃
止

廃
止

廃
止

ⅱ　その他の事務事業

行政改革の推進の中で、継続的に整理合理化を目指して事務事業の再編・整理･廃止等を見直していきます。

効果見込
年度目標

取組業務名 所管課 取　　組　　内　　容


